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シロアリやアリ，スズメバチといった社会性
昆虫の巣内からは巣主とさまざまな関係にある
節 足 動 物 が み つ か る（Wilson, 1971）． マ ル ハ
ナバチの巣内からみつかるキスイムシ科の甲虫
Antherophagus spp. もそんな分類群のひとつで，
成虫も幼虫も巣材の破片を食べて暮らす片利共生者
（commensals）である（Goulson, 2003）．日本
にはヨーロッパ・シベリアにも分布するハナバチヤ
ドリキスイ Antherophagus nigricornis (Fabricius, 
1787) ただ 1 種が北海道と本州に分布しており（河
野，1934；黒澤ほか，1985），礼文島からも記録
がある（杉浦・弓山，2010）．

同属の他種と同様，ハナバチヤドリキスイの成
虫には花で待機し，訪れたマルハナバチの口吻や
脚などに大腮でかみつき，巣内へと侵入をはかる
便乗（phoresy）という習性がある（西川，1990； 
Goulson, 2003）．国内においてハナバチヤドリキ
スイの便乗 / 巣への寄生が記録されているのはエゾ
オオマルハナバチ Bombus hypocrita sapporoensis 
Cockerell（林，1997），トラマルハナバチ（広義）
Bombus diversus Smith（室田，2007；杉浦・弓
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山，2010），ニセハイイロマルハナバチ Bombus 
pseudobaicalensis Vogt（ウスイロマルハナバチ
Agrobombus gilvus Skorikov）（河野，1934；内田，
1934；Sakagami & Katayama, 1977）の 3 種で，
国外においても複数種のマルハナバチ巣への寄生が
記録されていることから（林，1997），寄主特異性
は低いと思われる．

著者らは礼文島においてマルハナバチ 2 種の口
吻にかみついたハナバチヤドリキスイを目撃し，そ
の様子を写真記録にも残していたので，ここに報告
しておく．

観察結果
著者のひとり泉は，2009 年 8 月 23 日の午前

11 時 53 分に島南部の桃岩歩道のキンバイの谷～
つばめ山の区間においてクルマバナ Clinopodium 
chinense ssp. grandiflorum (Maxim.) H. Hara（シ
ソ科）で採餌中のエゾオオマルハナバチ（働きバチ）
の口吻にハナバチヤドリキスイ 1 頭がかみつくの
を目撃した（図 1A）．また，宮本も 2012 年 6 月
26 日の午後 1 時 20 分に島北部の江戸屋山道のレ
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ブンシオガマ Pedicularis chamissonis Steven var. 
rebunensis T. Yamaz.（ハマウツボ科）群落におい
てハナバチヤドリキスイを口吻につけたアイヌヒメ
マルハナバチ Bombus beaticola moshkarareppus 
Sakagami & Ishikawa（女王バチ）を発見した（図
1B）．いずれのハチも杉浦・弓山（2010）が報告
したとおり，のけぞった姿勢のまま静止していた．

考察
上述したように，ハナバチヤドリキスイが礼文島

に生息することは既に杉浦・弓山（2010）によっ
て報告されているが，今回の観察から新たな知見が
いくつか得られた．すなわち，杉浦・弓山（2010）
は礼文島における寄主（便乗確認種）・カースト
としてエゾトラマルハナバチ Bombus diversus 
tersatus Smith の働きバチ，成虫の待機する開花植
物としてヤマハギ Lespedeza bicolor Turcz. とミソ
ガワソウ Nepeta subsessilis Maxim.，そして活動
期は8～9月という知見を得たが，本報告では寄主・
カーストとしてエゾオオマルハナバチの働きバチと
アイヌヒメマルハナバチの女王バチ，待機植物とし
てクルマバナとおそらくレブンシオガマ，そして活
動期として 6 月という知見を追加できた．特に礼
文島でのマルハナバチの単独営巣期（あるいは女王
バチ・働きバチの共存期に入って間もない時期）に
あたる 6 月に便乗個体が確認されたことは，本種

A B

の生活史を考えるうえで興味深い．また，杉浦・弓
山（2010）が便乗個体を確認した 2 地点（久種湖
畔の歩道と桃岩歩道）に加えて江戸屋山道でも生息
が確認されたことから，本種は島の全域に生息して
いると考えてよさそうである．

礼文島には寄主と判明したマルハナバチ 3 種に
加え、ニセハイイロマルハナバチとアカマルハナバ
チ Bombus hypnorum koropokkrus Sakagami & 
Ishikawa も生息している（杉浦ほか，2001；松浦，
2002；杉浦，2021）．このうちのアカマルハナバ
チは礼文島では極めて稀な種だが（杉浦，2021），
ニセハイイロマルハナバチは島の各所でみかける普
通種である（cf. Sugiura, 2019）．上述したように，
他地域ではハナバチヤドリキスイのニセハイイロマ
ルハナバチ巣への寄生が記録されていることから，
礼文島においてもこのハチが寄主となっている可能
性が高く，今後その確認が望まれる． 

〔付記〕全身を覆うその毛色が濃色であることか
ら，利尻島と礼文島に生息するトラマルハナバチ
（広義）は北海道亜種（エゾトラマルハナバチ B. 
diversus tersatus Smith）ではなく，原名亜種（ト
ラマルハナバチ B. diversus diversus Smith）とし
て扱われることが多い．しかし，杉浦・弓山（2010）
はマルハナバチの系統分類に精通されている伊藤
誠 夫 博 士 の 御 見 解（Ito, M., 1987. Kontyû, 55: 

図 1．マルハナバチに便乗するハナバチヤドリキスイ．A．エゾオオマルハナバチ（働きバチ）の口吻にかみついた個体．B．アイヌ
ヒメマルハナバチ（女王バチ）の口吻にかみついた個体．
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188–201；2002 年 2 月，私信）を参考にし，礼文
島の個体を北海道亜種としてみなした．本報告でも
その前例を踏襲した．
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